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Abstract The early stages and hostplant of Agrias beatifica beata Staudinger, 1886 are reported 
for the first time from Peru. All the immature stages are illustrated and chaetotaxy of the first instar 
larva is presented. Larval behavior is briefly described mainly in relation to the making of a frass 
chain. 
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1. フ タオ チョ ウ 亜 科 の 幼生 期 概 要 


1) フタ オチ ョ ウ 亜 科 全 体 


フタ オチ ョ ウ 亜 科 Charaxinae の タテ ハチ ョ ウ 科 内 で の 分 類 的 位置 を 確定 する の に は 諸 間 題 が ある が 
(DeVries et al., 1985), 最近 の 分 子 系 統 学 で は ジャ ノ メ チ ョ ウ 科 (また は 亜 科 ) と の 強い 関連 が 伺え る 
(三枝 ほか , 2001; =k, 2001). その こと が 幼生 期 の 一 部 か ら 首 棚 で きる 反面 , 他 の 蝶 類 と の 関連 を 考 
える と 即断 は 難し い . COME (また は 科 ) の 分 類 学 的 再 検討 は , Rydon (1971) に よっ て 手掛け られ , 7 
族 (また は 亜 科 ) に 区 分 され た . その 後 , 6 族 2 亜 族 28 属 に 整理 くさ れ た も の が は ほ は ば その まま 今日 まで 踏 
BES ITVS (Harvey, 1991; Ackery et al., 1998). 最近 に な っ て , Salazar & Constantino (2001) は , 
Anaeinn の 中 に $ つ の 新 属 を 設け て いる が , 一 方 , Charaxini や Euxanthini な ど で は , 細分 きれ た いく つ 
か の 属 が シノ ニム や 亜 属 と し て 整理 され て お り (Ackery et al., 1995; Edwards, 1996), 全体 を 19 属 に ま 
と め た 体系 も イン ター ネッ ト 上 に 提出 され て いる (Wahlberg, 2003). 幼生 期 の 不明 な 種 も 多く , どの 
体系 が 最も 妥当 な も の か 判断 が 困難 で ある が , 引用 され る 機会 の 多い Harvey (1991) を 基本 と し て フ 
タオ チョ ウ 亜 科 の 構成 を 単純 に 機械 的 に 維 列 する と 次 の 通り で ある . な お , この 中 で ( ) 内 は 含ま れ 
る 属 .* 印 を 付 し た も の は シノ ニム や 亜 属 と きれ て いる も の , Ek, ** Mls Salazar & Constantino 
(2001) に よっ て 創設 され た も の で ある . 








i フタ オチ ョ ウ 族 Charaxini Guenee, 1865 (Polyura, Charaxes, Murwareda*, Haridra*, Zingha*, 
Stonehamia*, Eriboea*) 
ii マル バネ タテ ハハ 族 Euxanthini Rydon, 1971 (Euxathe, Godartia*, Hypomelaena*) 
iii オナ ガ フ タオ チョ ウ 族 Pallini Rydon, 1971 (Palla) 
iv ヤ イ ロタ テハ 族 Prothoini Roepke, 1938 (Prothoe, Agatasa) 
v キノ ハタ テハ 族 Anaeini Reuter, 1896 
v1] キノ ハタ テハ 亜 族 Anaeina Reuter, 1896 (Anaea, Memphis, Hypna, Polygrapha, Consul, 
Cymatogramma*, | Fountainea*, | Muyshondtia**, | Pseudocharaxes**, Zikania**, | Rydonia**, 
Annagrapha**) 
v2 ト ガ リキ ノ ハ タテ ハ 亜 族 Zaretidina Rydon, 1971 (Zaretis, Siderone, Coenophlebia) 
vi ルリ オビ タテ ハ 族 Preponini Rydon, 1971 (Anaeomorpha, Noreppa, Archaeoprepona, Prepona, 
Agrias) 


幼生 期 の 形態 に つい て は 判明 し て いる 種 が 少な く , 確定 は で き な い が , 各種 文献 を 参考 に 筆者 の 経験 
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Figs 1-2. Cranium of first instar larva. 1. Charaxes affinis. 2. Archaeoprepona demophon. 


か ら 記 述 す る と , 卵 は どの 族 も $ ほ と ん ど 球 形 で 顕著 な 縦 条 や 横 条 は な い . 一 見 アゲ ハチ ョ ウ 科 を 思わ 
せる が 上 面 が 平坦 な 種 で は 上 下 が 逆さ に な っ た よう で ある . 幅 も 目立っ た 突起 が な く 全 体 に 平滑 な 
卵 形 で どの 族 に も 共通 し て いる と いえ よう . 


この 6 族 の 幼生 期 で の 関連 に つい て 触れ て いる の を 見 て いな い が , 幼虫 の 形態 か ら は 大 きく 2 つの グ 
ルー プ に 分 けら れる と 思う . すなわち 日 本 産 で 言え ば コム ラサ キ に 似 た グル ー プ と スミ ナガ シ に 似 
た グル ー プ で ある (コム ラサ キ と スミ ナガ シ は 系 統 的 に 異な る ). 前 者 は Charaxini と Euxanthini で , 残 
り 4 族 が 後者 で ある . この 2 つの グル ー プ の 幼虫 の 形態 に は か な り の 相違 が あり , むしろ ど ちら も フ 
タオ チョ ウ 亜 科 に 含め られ て いる の が 奇異 で ある . 特に 1 齢 幼虫 の 頭 部 形態 は 決定 的 な 違い に 思え 
る (Figs 1-2). Charaxini と Euxanthini の 成虫 は か な り 異 な っ た 印象 が ある が , 幼虫 や 遇 は よく 似 て いる 
よう で ある . 一 方 残り の 4 族 (Pallini, Prothoini, Anaeini, Preponini) は その 習性 を 含め 共通 し た 部 分 が 
多い . も っ と も 幼生 期 が 解明 る きれ て いる 種 は 多く な く , 断定 する に は 至ら な い . 特に Pallini は 簡単 な 
図示 を 見 る 程度 で ある . し か し 大 ま か に 見 て この 4 族 の 形態 は 東南 アジ ア の ヤ イ ロタ テハ 4ggzgsg 
calidonia な ど と 同じ と 考え を て よい だ ろう . ミイ ロタ テハ 属 4s7zZs は Preponini に 含ま れ , 上 述 概 要 に 包 , 
括 さ れる . 


2) 新 熱 帯 区 の フタ オチ ョ ウ 亜 科 


新 熱帯 区 に は Anaeini と Preponini の 2 族 が 分 布 し . し か も 大 発展 し て いる . DeVries (1986) お よび 筆者 
自身 の 観察 (手代木 , 2003) を も と に これ ら の 幼生 期 を 概説 する と 次 の 通り で ある (Figs 3-13). 


Anaeini は Anaeina と Zaretidina の 2 亜 族 に 分 けら れる . BB o SES OO JE SE X k CMA, 幼虫 の 形態 と 生態 
は か な り 異 な っ た 面 が ある . 


Anaeina (Figs 3-4) の 幼虫 の 習性 は 特異 で , 1 齢 は 食 館 植物 の 中 脈 の 先端 に 糞 を つない で 食 痕 を 造る .2 
齢 に な る と その 周辺 に ある 葉 を 噛み 切っ て 葉 片 を 造り それ を 曖 馬 状 に 吊り 下げ る . この 食 痕 は 幼虫 
発見 の 指標 と な る が , 幼虫 は この 枯れ た 葉 片 に 極め て よく 似 て 擬態 と し て の 効果 は 大 きい . BOR 
いで 伸長 物 を 作る 習性 と 葉 片 を 吊り 下げ る 習性 は 1 見 期 か ら 平 行 し て 生じ る 場合 も あり , 種 また は 
環境 に よっ て 一 律 で は な いよ う で ある . また 人 為 的 に この 食 湖 を 壊す と 幼虫 は 改め て 造る . この と き 
の 食 痕 は か な り 杜 撰 な も の と な っ て いる . 3 齢 に 達する と この 食 痕 よ りや や 離れ た 葉 表 に 静止 し て い 
る . 4 齢 に な る と 食 六 近 くに 残っ て いる 葉 を 巻い て 巣 を 造り その 中 に 潜む . 3 齢 期 よ り 巣 を 造る 場合 
も ある . 通常 幼虫 は この 巣 の 中 に 潜ん で いる . 巣 に 入る と き は 後退 り し な が ら 慎 重 に 潜入 し て いく . 
巣 中 で は 頭 部 を 入り 口 方 向 に 向け , 他 個体 が 侵入 し て きた よう な 場合 は 大 顎 を むき 出し て 威 漁 する . 
5 ( 終 ) 齢 も 同様 に 巣 の 中 に 潜 む が , や が て 体 が 大 きく な る と 腹部 末端 の み を この 巣 の 中 に 入れ て いる 
か 最早 巣 の 中 に 潜入 する 習性 は 消滅 する . また 数 枚 の 葉 を 綴り 合わ せ 大 き な 巣 に 造り 変え て 潜入 す 
る こと も ある . 静止 時 の 姿勢 は 胸部 か ら 腹 部 前 方 に 至る 部 分 を Q 字 状 に 強く 屈曲 させ て いる が , この 
習性 は Preponini に も 共通 する . 2 齢 以降 の 幼虫 の 頭 部 に は 1 対 の 短い 突起 が ある が 胴 部 に 突起 を 生 
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Figs 3-13. Adults and the last instar larvae of Anaeini and Preponini. 3-4. Memphis arachne, 
5-7. Siderone galanthis, Anaeini, Zaretidina (5: 


Anaeini, Anaeina (3: adult, 4: larva). 
adult, 6-7: larvae). 8-10. Archaeoprepona demophon, Preponini (8: adult, 9-10: larvae). 


11-13. A. meander, Preponini (11: adult, 12-13: larvae). 
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Fig. 14. Third instar larva of Archaeoprepona 
meander. 


Figs 15-17. Cranium of final instar larva in three 
genera of Preponini. 15. Agrias. 16. Prepona. 
17. Archaeoprepona. 





Figs 18-21. Agrias beatifica beata Staudinger, 1886, from Satipo, Peru. 18-19. 7 (18: upperside, 
19: underside). 20-21. ? (20: upperside, 21: underside). 


じ る こと は な くさく 平 滑 で ある . BIS 3 PE CILBE CHAD (KBE, A A A REAKCE 
白色 の 斑点 を 多数 添え る な ど 若 干 斑紋 の 変化 が ある . 幼虫 の 食性 は トウ ダイ グ サ 科 Euphorbiaceae, 7 
ス ノ キ 科 Lauraceae. コシ ョ ウ 科 Piperaceae な ど ご で ある . 幅 は 全体 に 突出 部 分 が 少な い 卵 形 あ る い は こ 
ま 形 で 色彩 は 淡 褐 色 や 緑色 な ど . 


一 方 Zaretidina (Figs 5-7) は 形態 ・ 生 態 共 に これ と は 若干 異な る . 食 痕 を 造る 習性 NN a 
いて 巣 を 造る 習性 は な く , RUM BOB LEH I ae CORED EY EHO REOW 
態 は 擬態 と し て の 効果 が 極め て 高い . Anaeina 同様 , 腹部 末端 に 突起 を 持た な い . gh し 腹部 背面 に 突 
iin じ 全 体 に や や 細長 い 胴 体 は な し ろ Preponini と 共通 し て いる . 頭 部 に 1 対 の 顕著 な 角 状 突起 を 
生じ る こと は Anaeina と 同様 で あり , 其 は 緑色 系 で ZRE b Anaeini O Si ES JC d 4. Anaeina と 
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Preponini の 中 位 に ある よう に 思え る . 幼虫 の 食性 は イイ ギリ 科 Flacourtiaceae の Casearia や Zuelania 
な どの 属 に 限ら れ て いる . 


Preponini (Figs 8-14) に は ヒス イタ テハ 属 Anaeomorpha, ルリ モン タテ ハ 属 Noreppa, ルリ オビ タテ ハ 
Æ Archaeoprepona, ミイ ロ ル リ オビ タテ ハ 属 Prepona, そし て ミイ ロタ テハ 属 Agrias の 5 属 が 含ま れ 
る . いずれ も 大 型 で 難 雇 な 色彩 は 古来 より よく 知ら れ て いる . 珍品 が 多く 標本 の 入手 も 困難 で , 幼生 
期 の わか っ て いる 種 は 少な く こ の 族 を 言及 する に は 不 十 分 で ある . わか っ て いる 範囲 で は , 卵 は 卵 幅 
が 2 mm 前 後 で 大 きく ほぼ 球形 , 幼虫 は 前 族 と 同様 の 食 痕 を 造る 習性 を 持つ . 幼虫 の 形態 は 前 族 と 異 
な り 腹 部 末端 に 長い 尾 状 の 二 又 突起 を 持つ . これ は 齢 数 を 重ね る に 従っ て 長く な り , 通常 は 2 本 が 閉 
じ て い る . 第 1 ・2 腹 節 背 面 に 3 個 の 突出 部 分 を 持ち , 静止 時 に この 部 分 を 隆起 させ て いる . 特に 左右 
の それ は 了 眼 状 紋 と な り | 小動物 OGSGED] を 思わ せる 斑紋 を 装う . 胸 脚 が 小さ く 歩 行 を 含め 行動 は 
IE CHA. し か し 刺激 を 与え を る と 上 体 を 左右 に 揺 す り , 腹部 末端 の 突起 を 立て る . この 動作 は 形態 
と あい まっ て あたかも コブ ラ の 敵 に 対す る 威 帳 動 作 に 類似 する . 幼虫 の 色彩 は 褐色 系. RIR c R 
な り 頭 部 に コム ラサ キ に 似 た 突起 を 持ち , 全 形 は 前 族 よ り 長 め の 紡 鍵 形 , PMH Ee as. 色彩 
は 緑色 系 . 


Anaeomorpha は 1 f& splendida を 含む の み で , BEBE (青色 ) を し た 特異 な 印象 を 与え る . この 種 の \ は 
確認 きれ て いな いよ う で (D'Abrera, 2001), も ちろ ん 効 生 期 は わか っ て いな い (Salazar & Constantino, 
2001). 























Noreppa, Archaeoprepona, Prepona の 3 属 は 以前 に は repozg の 1 属 に まとめ られ て いた . Noreppa に 
は 2 種 が あり , Salazar & Constantino (2001) に よる と KM. priene E N. chromus の 2 種 と も に 古く に 幼生 
期 の 記述 が あり , Constantino lk は クス ノ キ 科 の 4zzpg perutilis で 後者 の 幼虫 を 飼育 し て いる . 


Archaeoprepona と Prepona は 一 見 似 て いる 種 も ある が , 後者 の 次 表 に は 金属 光沢 の 青色 帯 の ほか に 地 
色 に 紫色 の 幻 光 や 紅色 の 斑紋 が 添え られ る . また Prepona OWE V5 AX BR AR C23 25 AD 4 GI O — 
に な る . 幼生 期 が 判明 し て いる 種 は 一 部 で ある が , この 2 者 の 大 き な 違 い は 幼虫 の 頭 部 に ある 突起 が 
前 者 は 二 つ に 分 か れ て いる の に 対し , 後者 は 二 つ が 融合 し て いる こと で ある (Figs 16-17). Agrias も fl 
合 し て いて , Prepona と 同様 で ある (Fig. 15). 他 の 形態 は , HAO DBCS else LICH 
ADS, 細部 を 見 れ ば Prepona ti sy - WHE b CRO Agrias に 類似 し. むし ろ 2 者 に 差異 を 見 つけ に く 
vi. 幼虫 の 食性 は Archaeoprepona が クス ノ キ 科 お よび その 近 絹 の 笠 で ある バン レイ シ 科 Annonaceae 
や モニ ミア 科 Monimiaceae が 中 心 , Prepona は 広義 の マメ 科 Leguminosae あたり が 中 心 と 推定 し て い 
る が , ムク ロジ 科 Sapindaceae な どの 記録 も あり , も っ と 多岐 で あろ う . 種 数 に つい て は 検討 の 余地 が 
ある . 一 見 する と 亜 種 また は 型 で は な いか と も 思わ れる 反面 , 一 部 の 幼生 期 か ら 推定 する と 見 た 是 以 
上 の 差 が ある よう に も 感じ る . 


最後 に Agzgy で ある が ,9 種 程度 を 含む (Späth, 1999). 前 述 し た よう に ア Pyepozg と は 極め て 近 縁 で 同属 
で も よい と いう 意見 も あり (Comstock, 1961; Furtado, 1984), 人 工 的 な 属 間 雑 種 も 作ら れ て いる 
(Furtado, 2000). 幼生 期 の 知見 は 和 逐 し く (DeVries, 1980, 1986; Neild, 1996; Salazar & Constantino, 2001), 
幼生 期 が 分 か っ て いる の は 4. amydon と A. claudina 程度 で , その 他 の 種 に つい て は 不明 で ある . Xy 
DERE Archaeoprepona など より も [NE] へ の 擬態 度 は 低い 感じ で ある が 習性 は 同様 で ある . 幼 
虫 の 食性 は 4. amydon OO の コス タリ カ の 亜 種 ヵ hilatelica に つい て コカ ノ キ 科 Erythroxylaceae コカ ノ キ 属 
Erythroxylum の E. fimbriatum と E. havanense が 有名 で (Ray, 1986), Erythroxylum の 他 種 に も つく と い 
う (DeVries, 1987). また , POY ET OEE amaryllis も コカ ノ キ 属 の 未 同定 の 1 種 を 食 樹 と し (Salazar 
& Constantino, 2001), [E] f& O 7 7 Z Jv OEM ferdinandi で は 同じ コカ ノ キ 属 の 万. anguifugum (Furtado, 
1984), FC € 7 2 VV OO HR fi eberti "C (X E. simonis (Kesselring, 1989, 1993), ボリ ビア © WAAR boliviensis 
で は コカ ノ キ 属 の 未 同定 の 1 種 , E. sp. nr raimondii (Takacs & Tello, 1993) が 記録 きれ て いる . さら に 
Dr Constantino Z に よれ ば (私 信 ), FIV WU CIEE. barbatum の 記録 も ある と いう . 一 方 , A. claudina は コ 
カノ キ 科 か ら は 記録 され ず , ブラ ジル の 亜 種 cgzgzzzs に つい て Kesselring (1989, 1993) に よる クィ 
イナ 科 Quiinaceae の Quiina graziovi D 4E, Dr Constantino の 私 信 に よれ ば , claudianus C A 7 + Ft 
Ochnaceae の Ouratea parviflora, クリ ソバ ラ ヌ ス 科 Chrysobalanaceae の Hirtella hebeclada, ヒュ メリ ス 
F} Humeriaceae の Vantanea compacta, まだ ブラ ジル の 別 の 亜 種 godmani で は クリ ソバ ラ ヌ タス 科 の 
Hirtella gracilipes か ら 記録 が ある と いう . 今回 4. claudina の ペル ー 産 亜 種 eezsy そ 2 頭 に , この 度 判 明 
し た 4. beatifica の 食 樹 Erythroxylum sp. を 使っ て 人 工 採卵 を 試み た が , 産卵 に 至ら な か っ た . 本 種 は コ 
カノ キ 属 を 食餌 植物 の 対象 と し な い の で は な いか と も 思わ れる . 
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2. Agrias beatifica beata 


1) 特徴 

E beatifica は 弟 表 が 深 青 色 で 外縁 に 灰 - 緑 色 の 斑紋 を 持ち , Agzgy の 中 に あっ て は 個性 的 な 色彩 の 蝶 
で ある (Figs 18-21). そ は の より も 大 きく , 色彩 は 再 み が 少な い . 標本 と し て は 4Agrias の 中 で は 昔 か ら 
比較 的 入手 し や すい よう で あっ た が , \ は 市 場 に 出る こと も 稀 で あっ た . 4 亜 種 を 含む な よう だ が 問題 
は ある ろう (Späth, 1999). この うち ペル ー に は 北部 に 原 亜 種 eg が ca, 北東 部 に stuarti が , 中 南部 に beata 
が 分 布 す る . 裏面 の 後 次 の 斑紋 は 棒 色 と 赤 色 の 2 型 が あり , 亜 種 に より その 大 きる , 色彩 に 差 が 見 ら 
れる . また 電 表 の 青 藍 色 や 外縁 の 灰 緑色 の 多少 に も 差 が ある が , 個体 変異 を 含め て 精査 すれ ば 全体 の 
亜 種 が クラ イン に な っ て いる よう に 思わ れる . 亜 種 gzig は か な り 黒 色 部 分 が 多い . 本 亜 種 は ペ 
ルー・ サ ティ ポ 近 部 で は 比較 的 よく 見 か け , ここ に は ほか に amydon, claudina (Fig. 42) の 2 種 の 
Agrias % JES 5. 31800 Agrias の 中 で は 最も 少な いよ う で ある . 


通常 の は 高 所 に いる と され る が , 人 為 的 な トラ ッ プ で 容易 に 誘引 する こと が で きる . この よう な と き 
は 日 当たり の 良い 森林 の 空間 に 現れ て 旋回 を 繰り 返し , 330 e REUS A. 人 の 気配 に は 敏感 で , 安易 
に トラ ッ プ に 飛来 する こと は な い . トラ ッ プ と し て 現地 で は 人 間 の 排 港 物 を 利用 し て いる が その 効 
力 は 大 で ある . 飛翔 活動 は 晴 の 日 の 午前 10 時 頃 よ り 2 時 頃 ま で で , 気温 の 高い 時 間 常に 限ら れる . F 
も トラ ッ プ を 利用 し て 採集 する の だ が , そ \ キ は この よう な トラ ッ プ に 飛来 する こと は 決し て な い . これ 
は ほとん どの 上 蝶 の 場合 に 共通 する . \ は 腐っ た バナ ナ な ど に 飛来 する . この よう な アル コー ル 臭 の す 
る 腐 果 に 対す る \ の 反応 は 敏感 で , 隔離 され た ゃ で も これ を 感じ 取る と 盛ん に 口 了 物 を 伸ばし て 吸 汁 行 
動 を と る . 


系 統 的 に は か な り 離 れ て いる が ,Agrias に 色彩 が よく 似 た アカ ネタ テハ 属 Asterope や ウズ マキ タテ 
ハ 属 Ccore な ど が 同じ 環境 に 生息 し て いる . 2 者 の 間 に 生 活 史 戦 略 上 どの よう な 利益 が ある の か 
は 不明 だ が , 幼虫 の 食性 は 4g7zs 類 が コカ ノ キ 科 , Asterope や Callicore が 有毒 な ムク ロジ 科 で ある と 
ころ か ら ミ ュー ラー 型 の 擬態 と 思わ れる . 


2) 幼生 期 確認 の 過程 (すべ て 2003 年 ) 


8 月 29 日 : ペルー 在住 の Ivan 氏 よ り 幼 虫 7 頭 を 採集 し た と の 情報 を 得る . 

9 月 9 日 : 同氏 より 写真 の 提供 を 受け る .4g7zzy の 幼虫 で も ある こと を 確認 . 

9 H 11 日: 上記 幼 虫 は その 産卵 を 確認 後 の 個 体 で ある こと が 判明 . 

9 月 12 H: 同氏 より 本 幼虫 写真 の 電子 画像 を 受信 . 

10 月 2 日 : 日 本 出国 . 

10 H 5 日 : ペル ー Satipo 着 , 直ちに 本 幼 息 発見 場所 に 移動 ・ 確 認 ( 終 齢 末期 幼虫 $ 頭 , 8298. 7 月 6 日 
に David 氏 が 母 蝶 の 産卵 を 目撃 , 本 日 まで 92 日 を 経過 ) . 

10 月 7 日 : BPC 3 lido ra & E EL. 

10 月 12 A: BYRD F 2882339 & piin (Fig. 42; A 個体 15 9p, B 個体 29 卵 産卵 する ). 4 齢 期 ま で の 
観察 の 対象 と な る . 

11 月 10 日 : ペル ー 出 国 . 


3) 幼生 期 


IND 5 OTST X Rio Venado, Satipo 産 で 図示 ・ 記 載 す る . 卵 は 成虫 そよ り 人 工 採卵 し た も の で ある . 
CALE 0 AB] XC xb ERES L 72:5 0 E TRESS X US FIR BI - SERO ER C TA. 


卵 (Figs 22-23): 卵 幅 2.34 mm, 卵 高 2.26 mm 程度 , 産卵 当初 は ほぼ 球形 だ が , 次 第 に 上 面 は 平坦 と な 
り , さら に 時 間 を 経過 する と この 部 分 が 凹む . 色彩 は 白色 で , 大 き さ と その 透明 感 の ある 白色 は 真珠 
を 思わ せる . 


Lape) (Figs 24-25): 卵 期 8 H, 駿 化 し た 幼虫 は 卵殻 の は ほとんど を 食べ る . その 後 葉 の 先端 に 移動 し, 
葉 の 中 脈 の 周辺 を 食べ る (Fig. 44). や が て 自分 の 紅 を 口 で くわ える と 業 の 中 脈 先 端 に 付け , 入念 に 糸 
を 吐い て これ を 固定 する . これ を 繰り 返し て 棒状 の 伸長 物 を 造る (Fig. 47). 幼虫 は この 伸長 物 の 先端 
部 分 に 頭 部 を 伸長 物 先端 方 向 に 向け て 静止 し て いる . も し 何 か の 理由 で 伸長 物 が 壊れ た よう な 場合 
は 再度 造り 直す . その 様 な 場合 は 幼虫 体 が 大 きく な っ て いる 分 華 も 大 きく な る の で 伸長 物 が や や 太 
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Figs 22-39. Early stages of Agrias beatifica beata. 22-23. Ova. 24-25. First instar larvae. 26-27. 
Second instar larvae. 28-29, Third instar larvae. 30-31. Fourth instar larvae. 32-34. Fifth 
(final) instar larvae. 35-37. Pupae. 38. Emergence. 39. Foodplant, Erythroxylum sp. 
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Fig. 40. Adults, そ , of Agrias beatifica and A. claudina. 

Fig. 41. Third instar larva in the field. 

Fig. 42. Oviposition in captivity. 

Fig. 43. Foodplant, Erythroxylum sp. 

Fig. 44. The feeding marks by the first to second instar larvae. 

Fig. 45. Cranium of the first to fifth instar larvae. 

Fig. 46. Another Erythroxylum sp. 

Fig. 47. Frass chains by the first to second instar larvae. 

Figs 48-49. Cranium, enlarged. 48. First instar larva. 49. Fifth instar larva. 
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Figs 50-52. Chaetotaxies in first instar larva. 50. Whole body (a: dorsal view; b: lateral view). 
51. Body. 52. Cranium. 








い . 摂 食 時 以外 の ほとん ど を この 伸長 物 上 に 静止 し て いる . 他 個 体 の 侵入 に は 敏感 で 接触 を 極度 に 嫌 
い , 頭 部 を 振っ て 避け よう と する . 3 日 程度 を 経て 伸長 物 が 完成 する と , その 基部 に ある 葉 に 切込み を 
入れ て 葉 片 を 作り , 中 脈 に 吊り 下げ る . た だ し この 憶 性 は 2 普 期 に 継続 し て 行わ れ た り , 2888] 2^ 517 
われ る な ど 個 体 差 が ある よう で ある . 


幼虫 の 頭 部 (Figs 45, 48, 52) ( 頭 幅 1.34 mm) は 丸み を 持っ た 二 等 辺 三角 形 . フタ オチ ョ ウ 族 と 異な り 
頭 部 に 突起 を 生じ な い . 胸部 か ら 腹 部 前 半 が 膨らみ , この 部 分 を 強く 屈曲 させ る 特異 な 姿勢 で 静止 す 
る . C TU UTA LIC LC vo S. 上 腹部 未 端 (第 10 腹 節 ) に は 短い 二 叉 突起 を 生じ る . 体 表 に 生じ る 刺 
毛 は 黒色 で 短い (Figs 50-51). 頭 部 か ら 胴 部 の 全体 に か け 色 彩 は 褐色 で 目立っ た 斑紋 は な い .1 和 齢 期 は 
6 日 程度 . 


284] (Figs 26-27): 1 齢 期 同 様 伸長 物 に 静止 し て いる (Fig. 47). 23 CHE LC v A TEEO 3E e UR 
み 切 り , 3EFr e ARICA EMEV CRB ICO FIPS (Fig. 44). 葉 片 の 数 は 3-4 枚 程度 で それ より 先 
は 噛み 傷 を 入れ た まま で 吊る に は 至ら な い . 幼虫 は 周辺 に 入念 に 吐 糸 し , この 部 分 に 極め て 執着 す 
A. 通常 は 1 齢 期 に 造っ た 伸長 物 上 に 静止 し て いる の で , 枯れ た 葉 片 が 幼虫 体 に 連なる 状態 に な る . 
一 見 幼虫 は この 枯れ た 葉 片 に 溶け 込ん で 見 える . 摂 食す る と き は この 食 痕 を 離れ る が , 帰省 本 能 は 強 
く 確実 に 同じ 場所 に 戻る . し か し 人 為 的 に この 食 痕 か ら 遠 ざけ る と 幼虫 は た ち ま ち 落 ち 着 き を 失い , 
盛ん に 食 痕 を 探 そ うと する . た いて い の 場 合 , 入 往 し て いる うち に 食 痕 に 辿り 着け ず , 死亡 に 至る こ 
と が 多い . また この よう な 場合 , 葉 の 中 脈 を 細く 取り 残す 人 工 の 擬似 食 痕 を 造っ て そこ に 幼虫 を 放す 
と , 安心 し た 状態 で 静止 する . 振動 等 の 刺激 が あっ た 場合 は 体 全体 を 左右 に 揺 す る 動作 を する . 


幼虫 の 頭 部 (Fig. 45) ( 頭 幅 1.82 mm) に は 融合 し た 短い 突起 を 生じ る . 胴 部 の 形態 は 1 齢 幼虫 と ほぼ ば 同 
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Figs 53. Pupa (a: ventral view; b: lateral view; c: dorsal view). 


様 だ が , 第 2 腹 節 育 面 の 一 対 の 突起 が 日立 ち , Ai OO CAE MO PRE CHT. 色彩 は 全体 に 褐色 
TEORA ERIS ORM eS. 2 IS 7 日 程度 . 


3 齢 幼虫 (Rigs 28-29, 41): 同様 に 食 痕 伸長 物 上 に 静止 し て いる . SUE T ACH EB SGH 
部 末端 を 跳ね 上 げた りす る . 摂 食 時 以外 は ほとん ど 食 痕 に 静止 し て いる . 


頭 部 (Fig. 45) ( 頭 幅 2.38 mm) や 腹部 末端 の 突起 は 2 齢 幼虫 より も 長い . HILO SEV 
色 .3 齢 期 は 8 日 程度 . 


4 R27] (Figs 30-31): 習性 は 3 p a. E RE CBR IC BRE LC vo 23, 食 療 へ の こだわ り は 弱く な り , 








食 痕 を 離れ て も 特に 生育 上 の 問題 は な い . 静止 時 は 胸部 後半 部 と 腹部 前 半 部 を 強く 屈曲 させ 特異 な 
BB EMIT S. 


頭 部 (Fig. 45) GAN 3.44 mm) の 突起 は 3 齢 幼虫 より も や や 長い . T5 2 ERR TEL AES OA C BR STCK Y 
の 突起 は 著しく 長 さ を 増す . 色彩 は 胸部 と 腹部 後半 が 淡 褐 色 . その 中 間 は 3 齢 より も 濃い 赤褐色 で あ 
る . 前 胸 育 面 に 緑色 斑紋 , 腹部 後半 の 気 門 上 線 に 淡 褐 色 斑 を 添え る . 


(この 後 帰国 に 至り 継続 観察 を 断念 し た ) 


5 ( 終 ) 齢 幼虫 (Figs 32-34): 末期 に は 体長 72 mm に 及ぶ . 頭 部 ( 頭 幅 5.40 mm) の 2 本 の 突起 は 融合 し , 
前 面 か ら 見 る と 鋭い 二 等 辺 三角 形 を 時 する (Figs 45, 49). HAA HMR IS ARE EC E RIERZ2 73, R 
期 に は た っ ぷり と 膨らみ を 増す . 腹部 末端 突起 は S 字 状 に 湾曲 する . 色彩 は 頭 部 が 褐色 . 胴 部 の 色彩 
は 4 齢 期 ま で より も 淡く , SEBO RGEALHOLIRRBEE CHS. 顕著 な 斑紋 は 少な く , AY 
面 に 2 個 の 緑色 斑紋 . 腹部 後半 の 気 門 上 線 が 白色 の ほか に は 若干 の 不明 瞭 な 黒褐色 斑 が 点 在 する 程 
度 で ある . 気 門 は 灰色 で その 外 環 は 黒色 . 


通常 食 樹 の 小枝 に 静止 し , 頭 部 前 額 部 を や や 上 方 に 傾け , 腹部 末端 の 突起 を 小枝 より も 下方 に 下げ た 
状態 で ほとん ど 動 く こ と は な い . 刺激 を 与え る と 上 体 を 左右 に 揺 さ 振 り , 腹部 末端 の 突起 を 立て る . 
この 状態 は 前 述 し た よう に へ ビ の 外敵 に 対す る 威 踊 に 似 て いる が , Archaeoprepona な ど よ り も その 
色彩 な ど で は 擬態 の 効果 は 少な いよ うに 感じ られ る . ある い は 別 の 意義 が ある の か も し れ な い . この 
末端 突起 は 通常 閉じ て いる が , 周辺 に 異常 を 感じ た よう な と き は 開く こと も ある . BRR 
行わ れ , どの 葉 で も 選ば ず に リズ ミカ ル に 食べ る . 葉 が 2 枚 重 な っ て いる よう な 場合 は 食べ に くい の 
T, 頭 部 を その 間 に 入 れ て 隙間 を 開け よう と する が , 頭 部 を 道上 須 と し て 使う よう な 習性 は 知能 に も 匹 
敵 する 高度 な 行動 に 感じ られ る . 
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や が て 幼虫 は 体 色 が 緑色 化す る . 2AA ELTZI ORMEA ET. 場所 を 決定 する と そこ に 大 量 
(ILA L CRB EYEU PETA. TORADORA Cie eA. 5 齢 期 は 1 ヶ月 以上 を 要 
する も の と 思わ れる . 


i$ (Figs 35-37, 53): \ の 体長 37 mm 程度 . 頭 部 に は コム ラサ キ 亜 科 の よう な 突起 を 生じ る . 側面 か ら 
見 る と 三角 形 , 背面 か ら 見 る と 開 型 , 背中 線 が や や 稼 を つく り 第 4 腹 節 付 近 が 最も 高い (Fig. 53b). 7 
タオ チョ ウ 類 と いう より ワ モ ンチ ョ ウ , モル フォ チョ ウ , Euthalia 類 の それ を 思わ せる . 色彩 は 緑色 で 
腹部 背面 に 1 対 の 白色 斑紋 が ある が , この 斑紋 の 中 に 気 門 (周囲 が 褐色 斑紋 ) を 含む の で 一 見 動物 の 
眼 (また は 顔 ) を 思わ せる . 下腹 面 の 下部 に や や 大 き な 淡 い 褐 色 の 斑紋 を 添え る . 央 期 は 個体 差 が あり 
13-19 日 で あっ た . 


4) 食 餅 植 物 


未 同 定 だ が Erythroxylum の 1 FH (Figs 39, 43). 本 種 は Satipo 近郊 で 比較 的 よく 見 られ , Bajo Capiro, Rio 
Venado, Santa Ana な ど で 多 数 の 個体 を 見 て いる . 実生 の 幼 木 か ら 様々 に 生育 し て いる 状態 を 観察 で 
SOM, 太い 樹幹 の 巨木 に な る よう な こと は な く , せい ぜ い 刺 の 直径 が 10 cm 程度 で ある . た だ 樹高 
は か な り 高 く な り , 優 に 10m を 越す と 思わ れる 個体 も 多い . 葉 は 大 きく て も 長 さ 11 cm 程度 で や や 肉 
JB, 成 葉 は 硬い . 葉 の 基部 に ある 褐色 の 擬 葉 が 顕著 で , 野外 で の 本 種 同定 の 指標 と な る . 幼虫 は 食 痕 の 
存在 か ら 地 上 より 1-2 m の 高 さ の 範囲 に 多い と 考え られ , 発見 し た 3 齢 幼虫 は 地表 か ら 120 cm 程度 
の 食 樹 の 枝 に 静止 し て いた . Bajo Capiro で は ほか に 別種 の Erythroxylum 属 を 発見 し た が , これ は 擬 葉 
が な く , 栽培 種 に 似 て いた (また は 同種 ). 


Erythroxylum 属 は 世界 に 250 種 以上 ある と いう . 木材 と し て 有用 な 種 が ある ほか ., Erythroxylum coca 
B k UE. novogranatense i は コカ イン を 精製 する た め や 抽 出し て 飲料 に 利用 する た め 栽 培 さ れる . 
Keith Wolfe IX E. aerolatum を 用 いて 成虫 まで 飼育 を 成し遂げ た と いう (同氏 私 信 ). 








本 稿 の 作成 に あたり 五十嵐 間 博 士 , 大 木 隆 氏 , Keith Wolfe 氏 に 多大 の ご 援助 を いた だ いた . 現地 在住 
の Ivan Callegari 氏 に は 情報 や 生 材 料 の 提供 , David Quispe 氏 と Jose Tapia 氏 に は 案内 と 幼虫 ・ 食 餅 植 
物 の 発見 ・ 採 集 な ど , 筆者 独自 で 成 し 得 な い 分 野 で 多大 な 便宜 を 与え られ た . 以上 の 方 々 に 深い 感謝 
の 意 を 表明 する . 
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Summary 


The life history of Agrias beatifica beata Staudinger, 1886 (Nymphalidae, Charaxinae, Preponini) is detailed 
for the first time. A Peruvian colleague observed a female butterfly laying ova on a wild Erythroxylum 
species near Satipo, Junín Department, Peru, on July 6, 2003, and seven last instar larvae were collected on 
August 29 from the same tree. The author visited Satipo from October 2 to November 10, 2003, and five 
fully mature larvae and two pupae were confirmed on October 5. The author discovered one further 3rd instar 
larva on October 7, and also obtained many eggs from two captured females in captivity. Based on these 
materials the author was able to observe all the immature stages of this splendid butterfly up to November 10. 


Egg: Round and white, like a pearl; laid singly; diameter 2.34 mm, height 2.26 mm; duration seven days at 
locale. 


First instar larva: Body brown; dorsum prominently humped with two bumps on second abdominal segment; 
solitary; uses silk to connect excrement to leaf tip, making frass chain. 


Second instar larva: Body brownish red; otherwise resembles first instar, but caudal tails a little longer; rests 
on frass chain except when feeding; shakes body and raises caudal tails when aroused. 


Third instar larva: Body deep brownish red; caudal tails longer than second instar, habits same. 


Fourth instar larva: Body pale brown, darker brownish red on dorsum; head capsule brown with two 
contiguous horns; rests on leaf or twig, at times steeply raising front part of body. 


Fifth instar larva: At rest, length to about 72 mm; body dull pale brown with scattered small black spots; 
white lateral line runs from behind head to base of caudal tails, widening at end of abdomen; two bumps on 
second abdominal segment look like animal "eyes"; head capsule pale brown, markedly triangular with two 
tightly closed horns; caudal tails long and twisted; rests on twig for very long periods; behavior sluggish; 
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walks with slow, deliberate gait, swaying left and right; in captivity, observed eating during day and night; 
duration about one month. 


Prepupa: Nonfeeding stage, body changes to avocado green; hanging stage, coils itself tighter at slightest 
noise or vibration. 


Pupa: Length about 37 mm; lustrous green with brownish white marks and reflective spots on wingpads and 
dorsum; second abdominal segment has two pupiled “eyes”; head bifid, as in Apaturinae; duration 13 to 19 
days in captivity. 


Adult: Occurs in association with all forest habitats; dwells mostly in canopy, but decoyed to forest margins 
when visiting bait of rotting bananas. Four recognized subspecies include ssp. beatifica Hewitson, 1869 
(northern Peru, Ecuador, Colombia); ssp. stuarti Godman & Salvin, 1882 (northeastern Peru); ssp. olivencia 
Staudinger, 1896 (Sao Paulo de Olivenca [Brazil], etc.); ssp. beata Staudinger, 1886 (south central Peru). 


Foodplant: Erythroxylum sp. (Erythroxylaceae), but unidentified at a species level; according to Mr Keith 
Wolfe, larva readily ate and reached adulthood on Bahamian E. areolatum in captivity. 
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